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井
口
喜
源
治
記
念
館

―
相
馬
黒
光
の
オ
ル
ガ
ン

井
口
喜
源
治
記
念
館
で
は
、私
塾「
研

成
義
塾
」
を
創
設
し
た
井
口
喜
源
治
の

手
紙
や
、
研
成
義
塾
で
使
用
し
た
教
科

書
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
相
馬
黒

光
が
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
参
し
た
オ

ル
ガ
ン
は
、
相
馬
夫
妻
の
長
女
俊
子
の

研
成
義
塾
入
学
記
念
に
寄
贈
を
受
け
、

今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

研
成
義
塾
跡

私
塾「
研
成
義
塾
」は
明
治
31
年
、当

時
の
穂
高
村
矢
原（
現
在
の
穂
高
）の
集

会
所
を
借
り
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、こ
の
地
に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
明

治
34
年
に
移
転
し
ま
し
た
。現
在
は
跡

地
を
示
す
記
念
碑
が
残
って
い
ま
す
。

臼
井
吉
見
文
学
館

小
説
『
安
曇
野
』
の
作
者 

臼
井
吉

見
の
業
績
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
小
説

『
安
曇
野
』
の
原
稿
約
５
６
０
０
枚
を

保
管
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
小
説
『
安
曇
野
』
を
原
作

と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
第

１
弾
と
し
て
、
小
説
に
ゆ
か
り
の
あ
る

皆
さ
ん
と
太
田
寛
市
長
と
の
懇
談
会
を

都
内
と
市
内
で
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回
懇
談
会
は
、９
月
30
日
（
金
）

に
東
京
都
新
宿
区
の
新
宿
中
村
屋
ビ
ル

で
開
催
。
中
村
屋
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、

小
説
に
登
場
す
る
洋
画
家
中
村
彝つ

ね
の
ア

ト
リ
エ
記
念
館
や
、荻
原
守
衛
（
碌
山
）

と
も
親
交
の
あ
っ
た
書
家
中
村
不ふ
せ
つ折
に

関
係
す
る
博
物
館
の
担
当
者
が
出
席
し

ま
し
た
。
今
後
、
各
関
係
者
が
連
携
す

る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
情
報
交
換
を

重
ね
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

株
式
会
社
中
村
屋
社
長
の
島
田
裕
之

さ
ん
は
、「
壮
大
で
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

取
り
組
み
。
可
能
な
限
り
お
手
伝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
『
安
曇
野
』

の
大
河
ド
ラ
マ
化
に
向
け
た
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
（
月
）
に
は
、
５
人
の
主

要
人
物
や
作
者
の
臼
井
吉
見
に
関
わ
り

の
あ
る
皆
さ
ん
と
の
第
２
回
懇
談
会
を

市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。
井
口
喜
源
治

記
念
館
代
表
理
事
の
井
口
光
世
さ
ん

は
、「
先
達
た
ち
の
活
躍
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
碌
山
美
術
館

代
表
理
事
の
高
野
博
さ
ん
は
、
こ
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、「
多
く
の
人
が
安

曇
野
市
に
来
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
小
説
『
安
曇
野
』

を
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
大
河

ド
ラ
マ
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

特 集

小説

『安曇野』

の魅力を

探る

碌
山
美
術
館 

―
彫
刻

「女
」

碌
山
美
術
館
で
は
、
日
本
近
代
彫
刻

の
扉
を
開
い
た
荻
原
守
衛

（
碌
山
）
の
作

品
と
資
料
を
保
存
・
公
開
し
て
い
ま
す
。

碌
山
館
で
展
示
し
て
い
る

「
女
」
は
日
本

近
代
彫
刻
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
、
相
馬

黒
光
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
小
説
『
安
曇
野
』
よ
り

台
上
の
粘
土
に
か
ぶ
せ
て
お
い
た
覆

ひ
を
一
枚
一
枚
は
ぎ
と
つ
て
、
「
女
」

が
全
裸
を
さ
ら
す
と
、
シ
ス
タ
ー
は
釘

づ
け
に
な
つ
て
、
立
ち
す
く
ん
だ
ま
ま
、

ふ
き
出
す
涙
で
顔
が
び
し
ょ
濡
れ
に

な
つ
た
。

（『
安
曇
野
』
第
二
部　

そ
の
二
五 

よ
り
引
用　

※
シ
ス
タ
ー
は
相
馬
黒
光

の
こ
と
）

―
小
説
『
安
曇
野
』
よ
り

新
校
舎
の
敷
地
は
、
早
く
か
ら
き

ま
っ
て
い
た
。
糸
魚
川
街
道
、
三
枚

橋
の
馬
車
の
立
て
場
か
ら
、
水
車
の
か

か
っ
た
用
水
堰
に
沿
う
田
ん
ぼ
道
を

十
数
歩
踏
み
入
っ
た
と
こ
ろ
、
稲
田

三
百
坪
が
そ
れ
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。

（『
安
曇
野
』）
第
一
部　

そ
の
一
六

　

よ
り
引
用
）

①碌山美術館②彫刻「女」（碌山美術館）③研成義塾跡記

念碑④相馬黒光のオルガン（井口喜源治記念館）⑤臼井吉

見文学館

●碌山美術館　問 482 ・ 2094

開館時間　9 ： 00～ 16:10

●井口喜源治記念館　問 482 ・ 5570　

開館時間　9 ： 00～ 17 ： 00）

●臼井吉見文学館　問 471 ・ 5123

開館時間　9 ： 00～ 17 ： 00

ゆかりの場所へのアクセス ・ 観光案内は

市観光情報センターで！　問482 ・ 9363

小
説
『
安
曇
野
』

ゆ
か
り
の
場
所

を
訪
ね
る

市
内
に
は
、
小
説
『
安
曇
野
』
に
ゆ

か
り
の
あ
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

関
係
す
る
小
説
の
一
部
と
あ
わ
せ
て
紹

介
し
ま
す
。

『
安
曇
野
』
を
原
作
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に
向
け
て

取
り
組
み
ス
タ
ー
ト
！

小説『安曇野』は図書館で！

小説 『安曇野』 は現在、 絶版

となっているため、 一般書店では、

購入できません。

市内図書館や国会図書館個人

向けデジタル化資料送信サービス

でご覧いただけます。 詳しくは問

い合わせください。

問中央図書館 484・0111

問
政
策
経
営
課 

TEL

71
・
２
４
０
１

ゆかりの先人たちの生涯を通じて　安曇野の魅力を全国に

「安曇野」 の名前を全国へ広め、 定着させた小説 『安曇野』 は、 地域にとって大切な

財産であると思っています。 この度の小説にゆかりのある皆さまとの懇談会を通じて、 地

域の先人たちの生き方を次世代に継承していくことが大切だということを再認識しました。

小説を原作とした NHK 大河ドラマ化に向けた取り組みを通じて、 安曇野の更なる知

名度向上や魅力発信、 そして、 なにより市民の皆様が地域に愛着を持つきっかけへとつ

なげていきたいと考えています。 ハードルの高い目標ではありますが、 市民の皆さまとと

もに地道な活動を粘り強く続けていきたいと思います。

安曇野市長

太田 寛
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